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論文審査　の結果の　要　旨
熱帯性気候域に多くみられるマメ科飼料樹は常緑樹であり、その葉部はタンパク質含量が高い。
一般に熱帯地方では、低品質な粗飼料を主体に反嚢家畜は飼養されており、マメ科飼料樹菓部は
安価なタンパク質補給源となり得る。しかし、マメ科飼料樹菓部に多く含まれるタンニンなどの
多価フェノール類は反賽家畜の栄養素消化阻害因子となるため、飼料への栄養素補給効果が低減
することが想定される。本研究では、タンザニア北西部在来のアカシア属6品種（Ａ．ａ刀ｇ打β血加点，
Ａ．如月刀αわ鮎び皿，』．加わ血，ｄ．夕顔毘刀班∂，Ａ．βｅノブ聯上Ａ．ね虎読め　の葉部、マメ科野草4品
種（助〝βね如血コｅ作∂，飽ｇｅａｌ雇わ朗，月左通00血虐わ血血，且払両群飢加ｍ毎粛およ
びマメ科飼料樹2品種（α払元混血ｇ甲元皿，ム錯毘ｅヱ】ａゐ打〝Ｃ印カ∂血）の葉部を試料に用い、試験1
～5において反須家畜に対する飼料価値を査定した。得られた試験結果は以下の様に要約される。
試験1．調査した在来のアカシア属は野草種に比べて粗タンパク質含量が高く（109－229ｇ／ｋｇ
ＤＭ）、一方、繊維成分含量が低く、低品質な粗飼料給与下において補給飼料源としての利用価値
を有することが明らかとなった。アカシア属のマクロミネラル含量は、Ｃａ，6．6－31．5；Ｒ3．5－5．2；
Ｍｇ，1．4－3．8；Ｓ，1．7－2．8（ｇ／ｋｇＤＭ）であり、反須家畜飼料のミネラル成分含量についての推奨範
囲より高い含有レベルであった。ミクロミネラル含量は、Ｃｕ，4．5－23．8；Ｍｏ，52．1－173．6；Ｆｅ，146
－432；Ｍｎ，41．0－177．9；Ｚｎ，10．9－22．2；Ｃｏ，0．05ｐＯ．65（ｍｇ／ｋｇＤＭ）であり、Ｍｏは過剰で、Ｆｅ
およびＭｎは推奨範囲内、ＣｕおよびＺｎは低レベル（欠乏症発症レベル）の含有量であることが示
された。
試験2．多価フェノール類（可溶性フェノール（ＴＥＰ），タンニン（ＴＥＴ），縮合性タンニン（ＣＴ））、
ＣＴの分布状態およびフラボノイド（プロアントシアニジン類（Ｐ刃）含量を測定し、アカシア属
葉部およびマメ科野草の栄養素消化阻害因子含量を査定した。アカシア葉部およびマメ科野草の
ＴＥＰ含量は99－281（ｇ／ｋｇＤＭ）、ＴＥＴ含量は84－256（ｇ／ｋｇＤＭ）と高い値を示し、タンパク質と結
合したＣＴ（22．2－50．5ｇ／ｋｇＤＭ）は繊維結合ＣＴ（13．0－28．6ｇ／ｋｇＤＭ）および遊離ＣＴ（14．5－22．9
ｇ／ｋｇＤＭ）に比べて高く、負の相加性により反賓家畜の消化率を低下させることが示唆された。供
試したアカシア葉部から、デルフィニジン、シアニジン、ベラルゴニジンが検出され、その含量
は品種間で異なった。また、フラバン唱・オール、フラバン・3，4・ジオールの存在が確認され、ＯＨ
基数および配位位置が異なる化学的に多様な形態のＰＡが存在し、ＣＴの活性に影響を及ぼすこと
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が示唆された。ＣＴ含量が30－50ｇ／ｋｇＤＭ程度であれば、下部消化管への非分解性タンパク質の供
給量増加、タンパク質および有機物の反第胃内分解同期化、有害物質の吸着作用など正の相加性
が期待されるが，それ以上のＣＴ含量では、栄養素消化に際して阻害作用が生ずることが示された。
試験3．血毎払フガステスト法により有機物の消化特性について測定した。Ａｃａｃ血刀ムｂ玩沼はア
カシア属のなかで最も高い有機物消化率を示したが、対照としたα払元元抜目鱒匹払皿より低かっ
た。ＣＴ含量が高いＡ毘Ｃ由β刀ｇ打β紘血乱ｄ毘ｄムｐ函毘刀班ａ肋〝βね頭岬ｄ力ｅ作ａの有機物
消化パラメータは、他の調査試料に比べて低かった。
試験4．ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）をタンニン吸着剤として用いて血血ガステスト　を行
い、タンニンの有機物消化阻害作用を査定した。すべてのマメ科飼料樹菓部において、ＰＥＧ添加
により有機物消化率、代謝エネルギー含量が有意に増加した。供試試料のタンニンと結合したタ
ンパク質および繊維成分が、反須胃内消化率を低減させることが示された。
試験5．試験1～4で査定した試料のうち、ｄ以仁血刀上あ血沼（ＮＬＭ）、Ａ別料印加臓血鮎（ＰＬＭ）、
上川毘班βゐ〃のＣ印加血（ＬＬＭ）の各葉部を補給飼料に選定し、タンザニアにおいて24頭のヤギ
（16．5±0．68ｋｇ）を用いた育成試験を行い、低品質イネ科乾草へのマメ科飼料樹葉部の補給が育成
成績に及ぼす効果を検討した。イネ科乾草単体給与区（自由摂取、Ｔｌ）を対照とし、期待乾物摂取
量（3％ＢＷ）の20％相当量のマメ科樹葉を補給したＮＬＭ補給区（Ｔ2）、ＰＬＭ補給区（Ｔ3）、ＬＬＭ補
給区（Ｔ4）の4処理区を設けた。Ｔｌ、Ｔ2、Ｔ3、Ｔ4区での増体成績はそれぞれ、－71，114，47，157ｇ／ｄ
であり、補給区においてＴｌ区に比べて有意に日増体量が増加した。Ｔ3区の増体量が低かったのは
ＰＬＭのタンニンおよびリグニン含量が高かったため、栄養素消化率が低下したことに起因したと
考えられた。
以上の様に、乾季においても利用可能なアカシア属の葉部は、縮合性タンニン含量が低いレベ
ルの場合、低品質な粗飼料への良好なタンパクおよびミネラル成分の補給源となり、小型反賓家
畜の肥育用飼料とし七利用可能であることが示された。本研究は、熱帯地方において、マメ科飼
料樹菓部を用いた飼養システムを確立するための研究進展に貢献するものと期待され、博士（農
学）の学位論文として十分な価値を有するものと、審査員一同判定した。
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